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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の液晶画素と、第１番目ないし第ｎ番目のゲート配線と、複数の液晶容量と、複数
の薄膜トランジスタを含む液晶表示装置のゲートドライバにおいて、
　第１及び第２クロック信号を印加する第１及び第２クロック信号配線と、
　第１番目ないし第ｎ番目の前記ゲート配線に各々対応して配置された第１番目ないし第
ｎ番目のシフトレジスタであって、クロック信号端子、スタート信号端子、リセット信号
端子及び出力端子を第１番目ないし第ｎ番目の前記シフトレジスタの夫々が備え、夫々の
前記クロック信号端子が前記第１及び第２クロック信号のいずれかの一つを入力し、夫々
の前記出力端子が第１番目ないし第ｎ番目のスキャン信号を出力する第１番目ないし第ｎ
番目の前記シフトレジスタと、
　（ｎ＋１）番目の前記シフトレジスタとして配置された修理用シフトレジスタであって
、クロック信号端子、スタート信号端子、リセット信号端子及び出力端子を備え、前記修
理用シフトレジスタの前記クロック信号端子が前記第１ないし第２クロック信号のいずれ
かの一つを入力し、前記修理用シフトレジスタの前記出力端子が修理用スキャン信号を出
力する修理用シフトレジスタと、
　各々が前記第１及び第２クロック信号配線のいずれかの一つを第１番目ないし第ｎ番目
の前記シフトレジスタと前記修理用シフトレジスタの前記クロック信号端子に連結する複
数の第１スイッチと、
　第１番目ないし第ｎ番目の前記シフトレジスタの前記出力端子と第１番目ないし第ｎ番
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目の前記ゲート配線の連結をスイッチングする複数の第２スイッチと、
　第２番目ないし第ｎ番目の前記シフトレジスタ及び前記修理用シフトレジスタの前記出
力端子と第１番目ないし第ｎ番目の前記ゲート配線との連結をスイッチングする複数の第
３スイッチと、
　第１番目ないし第ｎ番目の前記シフトレジスタの前記出力端子を第２番目ないし第ｎ番
目の前記シフトレジスタ及び前記修理用シフトレジスタの前記スタート信号端子に接続す
る第１番目ないし第ｎ番目のスタート信号線と、
　第２番目ないし第ｎ番目の前記ゲート配線及び前記修理用シフトレジスタの前記出力端
子を第１番目ないし第ｎ番目の前記シフトレジスタの前記リセット信号端子に接続する第
１番目ないし第ｎ番目リセット信号線を備え、
　ｎは、正の整数であり、
　第１番目ないし第ｎ番目の前記ゲート配線の一つに対応する前記第２スイッチと前記第
３スイッチが独立的に動作することを特徴とする液晶表示装置のゲートドライバ。
【請求項２】
　前記修理用シフトレジスタは、前記第１番目ないし第ｎ番目の前記シフトレジスタと同
一な構成であることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置用ゲートドライバ。
【請求項３】
　第１番目ないし第ｎ番目の前記シフトレジスタは、相互に従属連結されて、前記第ｎ番
目の前記シフトレジスタは、前記修理用シフトレジスタと従属連結されることを特徴とす
る請求項１に記載の液晶表示装置用ゲートドライバ。
【請求項４】
　第２番目ないし第ｎ番目の前記シフトレジスタと前記修理用シフトレジスタ各々には、
スタート信号として、前記第１番目ないし第ｎ番目のスキャン信号が入力されて、第１番
目ないし第ｎ番目の前記シフトレジスタ各々には、リセット信号として、第２番目ないし
第ｎ番目の前記スキャン信号及び修理用スキャン信号が入力されることを特徴とする請求
項３に記載の液晶表示装置用ゲートドライバ。
【請求項５】
　第１番目の前記シフトレジスタにスタート信号を印加するためのスタート信号生成手段
と、前記修理用シフトレジスタにリセット信号を印加するためのリセット信号生成手段を
さらに含むことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置用ゲートドライバ。
【請求項６】
　前記複数の第１スイッチは、ＭＯＳ回路スイッチであることを特徴とする請求項１に記
載の液晶表示装置用ゲートドライバ。
【請求項７】
　前記複数の第２スイッチ及び前記複数の第３スイッチ各々は、薄膜トランジスタスイッ
チであることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置用ゲートドライバ。
【請求項８】
　前記各シフトレジスタと前記各スイッチは、前記液晶画素と同一基板上に形成されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置用ゲートドライバ。
【請求項９】
　第１及び第２クロック信号を印加する第１及び第２クロック信号配線と、
　各々クロック信号端子、スタート信号端子、リセット信号端子及び出力端子を有し、各
々第１番目ないし第ｎ番目のゲート配線に第１番目ないし第ｎ番目のスキャン信号を提供
する第１番目ないし第ｎ番目のシフトレジスタと、
　クロック信号端子、スタート信号端子、リセット信号端子及び出力端子を有し、損傷さ
れたシフトレジスタを修理して、修理ゲート配線に修理信号を印加する（ｎ＋１）番目の
前記シフトレジスタとしての修理用シフトレジスタと、
　各々が前記第１及び第２クロック信号配線のいずれかの一つと第１番目ないし第ｎ＋１
番目の前記シフトレジスタの前記クロック信号端子を連結する複数の第１スイッチと、
　各々が第１番目ないし第ｎ番目の前記シフトレジスタの前記出力端子と前記第１番目な
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いし第ｎ番目のゲート配線を連結するための複数の第２スイッチと、
　各々が第２番目ないし第（ｎ＋１）番目の前記シフトレジスタの前記出力端子と前記第
１番目ないし第ｎ番目のゲート配線を連結するための複数の第３スイッチと、
　第２番目ないし第（ｎ＋１）番目の前記シフトレジスタの前記スタート信号端子と、第
１番目ないし第ｎ番目の前記シフトレジスタの前記出力端子を連結するスタート信号配線
と、
　第１番目ないし第ｎ番目の前記シフトレジスタの前記リセット信号端子を前記第２番目
ないし第ｎ番目の前記シフトレジスタ及び修理用シフトレジスタ前記出力端子に連結する
リセット信号配線とを含むゲートドライバの修理方法において、前記修理方法が、
　第ｍ番目の前記シフトレジスタの損傷を検査する段階と、
　第ｍ番目の前記シフトレジスタに印加される入力クロック信号を遮断するために、前記
第ｍ番目の前記シフトレジスタの前記第１スイッチをスイッチングオフさせる段階と、
　第ｍ番目の前記シフトレジスタの前記スタート信号配線と前記リセット信号配線を遮断
する段階と、
　第１番目ないし第（ｍ－１）番目の前記シフトレジスタの出力信号を第１番目ないし第
（ｍ－１）番目の前記ゲート配線に与えるために、前記第１番目ないし第（ｍ－１）番目
の前記シフトレジスタの各々の前記第２スイッチをスイッチングオンさせる段階、
　第ｍ番目ないし第ｎ番目の前記シフトレジスタで第ｍ番目ないし前記第ｎ番目の前記ゲ
ート配線に印加される出力信号を遮断するために、第ｍ番目ないし第ｎ番目の前記シフト
レジスタの前記第２スイッチをスイッチングオフさせる段階と
　該当シフトレジスタに印加されるクロック信号を変更するために、第（ｍ＋１）番目な
いし第（ｎ＋１）番目の前記シフトレジスタの前記第１のスイッチをスイッチングする段
階と、
　第１番目ないし第（ｍ－２）番目の前記シフトレジスタの各々の前記第３スイッチをス
イッチングオフさせる段階、
　第（ｍ－１）番目の前記シフトレジスタの出力信号を第（ｍ＋１）番目の前記シフトレ
ジスタの前記スタート信号端子に与えるために、前記（ｍ－１）番目の前記シフトレジス
タの各々の前記第３スイッチをスイッチングオフさせる段階
　ゲート配線に与えるために、第１番目ないし第（ｍ－１）番目の前記シフトレジスタの
前記第３スイッチをスイッチングオンさせる段階、及び
　第（ｍ＋１）番目ないし第（ｎ＋１）番目の前記シフトレジスタの出力信号を第ｍ番目
ないし前記第ｎ番目の前記ゲート配線に印加するために、第ｍ番目ないし第ｎ番目の前記
シフトレジスタの前記第３スイッチをスイッチングオンさせる段階とを含み、
　前記ｎ、ｍ各々は、正の整数であって、ｍは、１より大きくてｎより小さいかあるいは
同じであることを特徴とするゲートドライバの修理方法。
【請求項１０】
　前記第１番目のシフトレジスタには、スタート信号生成手段からスタート信号が印加さ
れて、第（ｎ＋１）番目の前記シフトレジスタには、リセット信号生成手段からリセット
信号が印加されることを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置用ゲートドライバの修
理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置用ゲートドライバに係り、多数のシフトレジスタを備えたゲー
トドライバで一シフトレジスタの不良の時に、これを修理するためであって、特に、スキ
ャン信号の出力特性の偏差を最小化した液晶表示装置用ゲートドライバ及びその修理方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ディスプレイ装置のうち、特に、液晶表示装置は、小型及び薄形化、低電力消耗の長所
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があって、ノート型パソコン、オフィスオートメーション機器、オーディオ/ビデオ機器
などに利用されている。特に、スイッチ素子として薄膜トランジスタ(Thin Film Transis
tor：以下、ＴＦＴと称する。)が利用されるアクティブマトリックスタイプの液晶表示装
置は、動的なイメージの表示に適合である。
【０００３】
　図１は、一般的な液晶表示装置の基本構成を示したブロック構成図であって、液晶パネ
ル２とＬＣＭ駆動回路部２６に区分される。
　図１に示したように、インタフェース１０には、パーソナルコンピューター等のような
駆動システムからＬＣＭ駆動回路部２６に入力されるデータ(RGB Data)及び制御信号(入
力クロック、水平同期信号、垂直同期信号、データイネーブル信号など)が入力されてタ
イミングコントローラー１２に供給する。主に、駆動システムからデータ及び制御信号送
信のためにＬＶＤＳ(Low Voltage Differential Signal)インタフェースとＴＴＬインタ
フェースなどが使用されている。
　また、このようなインタフェース機能を集めてタイミングコントローラー１２と共に単
一チップで集積させて使用する場合もある。
【０００４】
　図２に示したように、液晶パネル２は、ガラスを利用した基板上に多数のデータ配線Ｄ
Ｌ１～ＤＬｍと多数のゲート配線ＧＬ１～ＧＬｎが交差され多数の画素領域を形成して、
各々の画素領域には、薄膜トランジスタＴＦＴと液晶ＬＣが構成され画面を表示する。
【０００５】
　タイミングコントローラー１２は、インタフェース１０を通じて入力される制御信号を
利用して複数のドライブ集積回路で構成されたソースドライバ１８と複数のドライバ集積
回路で構成されたゲートドライバ２０を駆動するための制御信号を生成する。また、イン
タフェース１０を通じて入力されるデータをソースドライバ１８に伝送する。
【０００６】
　基準電圧生成部１６は、ソースドライバ１８で使用されるＤＡＣ(Digital To Analog C
onverter)の基準電圧を生成する。基準電圧は、パネルの透過率‐電圧の特性を基準に生
産者によって設定される。
【０００７】
　ソースドライバ１８は、タイミングコントローラー１２から入力される制御信号に回答
して入力データの基準電圧を選択し、選択された基準電圧を液晶パネル２に供給して液晶
分子の回転角度を制御する。
【０００８】
　ゲートドライバ２０は、タイミングコントローラー１２から入力される制御信号に回答
して液晶パネル２上に配列された薄膜トランジスタＴＦＴのオン/オフ制御を行うが、ス
キャン信号を出力して液晶パネル２上のゲート配線ＧＬ１～ＧＬｎを１水平同期時間ずつ
順にイネーブルさせることによって、液晶パネル２上の薄膜トランジスタＴＦＴを１配線
分ずつ順に駆動させソースドライバ１８から供給されるアナログ映像信号が各薄膜トラン
ジスタＴＦＴに接続されたピクセルに印加されるようにする。
【０００９】
　電源電圧生成部１４は、各構成部の動作電源を供給して、液晶パネル２の共通電極電圧
を生成して供給する。
　また、図面には示してないが、一つ以上のランプを備えて液晶パネル２に光を供給する
バックライトユニットをさらに含む。
【００１０】
　図３は、従来技術によってｎ個のスキャン信号Ｖｇ１～Ｖｇｎを出力する多数のシフト
レジスタを備えたゲートドライバ２０を示した図である。
【００１１】
　第１シフトレジスタないし第ｎシフトレジスタＳＲ１～ＳＲｎは、各々多数のクロック
信号ＣＬＫ１、ＣＬＫ２のうちから選択された一クロック信号に回答して発生された出力
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(すなわち、Ｖｇ１ないしＶｇｎ)を後段シフトレジスタの動作開始のためのスタート信号
Ｖｓｔ及び前段シフトレジスタのリセット信号で供給することによって、図４のような順
次タイミングのスキャン信号Ｖｇ１～Ｖｇｎを出力する。
【００１２】
　勿論、図面には示してないが、各シフトレジスタＳＲ１～ＳＲｎには、その動作に必要
なハイレベル駆動電圧ＶＤＤ及びローレベル駆動電圧ＶＳＳが別途に提供されて、最後の
段の第ｎシフトレジスタＳＲｎには、別途のリセット信号Ｖｒｓｔが供給される。
【００１３】
　また、ゲートドライバ２０は、第１シフトレジスタないし第ｎシフトレジスタＳＲ１～
ＳＲｎのうち、一シフトレジスタの故障または不良に備えて余分の修理用シフトレジスタ
ＳＲ(ｒ)、すなわち、余分のシフトレジスタと多数の修理用配線ＲＬを別途に備えている
。
　従って、図５のように、ゲートドライバ２０のうち、一シフトレジスタの不良の時に修
理用シフトレジスタＳＲ(ｒ)を故障したシフトレジスタの代わりに活用する。
【００１４】
　図５に示したように、第２シフトレジスタＳＲ２に不良が発生する場合、第２シフトレ
ジスタＳＲ２の入出力配線をレーザーで断線して、修理用シフトレジスタＳＲ(ｒ)を修理
用配線ＲＬとレーザー溶接することによって、第２シフトレジスタＳＲ２に代わって第２
スキャン信号Ｖ２を出力する。
【００１５】
　ところが、前述したように、修理用シフトレジスタＳＲ(ｒ)を不良のシフトレジスタの
代わりにする方法は、図６に示したように、修理用シフトレジスタＳＲ(ｒ)と不良が発生
したシフトレジスタ間の離隔距離が遠いほど、入出力配線の負荷増加によって、その出力
信号の歪曲がさらに酷くなる短所があるが、これは、液晶パネルの薄膜トランジスタＴＦ
Ｔを形成する時、基板の周辺部に多数のシフトレジスタＳＲ１～ＳＲｎが共に形成される
ゲートインパネル(Gate in Panel：ＧＩＰ)方式でさらに重要な問題として指摘される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　本発明は、前述したような問題を解決するために案出されており、ゲートドライバの修
理時に発生するスキャン信号の歪曲現象を改善して、特に、各々のスキャン信号間の出力
特性の差を低減させて液晶表示装置での正常な映像表示を実現する。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明は、前述したような目的を達成するため、第１番目ないし第ｎ番目のゲート配線
と、多数の薄膜トランジスタと多数の液晶画素を含む液晶表示装置でのゲートドライバと
して、第１及び第２クロック信号を印加する第１及び第２クロック信号配線と、前記第１
番目ないし第ｎ番目のゲート配線に各々対応して、各々には、前記第１及び第２クロック
信号のいずれかの一つが入力されて第１番目ないし第ｎ番目のスキャン信号を出力する第
１番目ないし第ｎ番目のシフトレジスタと、(ｎ＋１)番目のシフトレジスタとして、前記
第１ないし第２クロック信号のいずれかの一つが入力されて修理用スキャン信号を出力す
る修理用シフトレジスタと、各々が前記第１及び第２クロック信号配線のいずれかの一つ
と前記第１番目ないし第ｎ番目のシフトレジスタと前記修理用シフトレジスタのいずれか
の一つを連結する多数の第１スイッチと、前記第１番目ないし第ｎ番目のシフトレジスタ
と前記第１番目ないし第ｎ番目のゲート配線の連結をスイッチングする多数の第２スイッ
チと、前記第２番目ないし第ｎ番目のシフトレジスタ及び前記修理用シフトレジスタと前
記第１番目ないし第ｎ番目のゲート配線との連結をスイッチングする多数の第３スイッチ
とを含み、ｎは、正の整数であることを特徴とする液晶表示装置用ゲートドライバを提供
する。
【００１８】
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　前記修理用シフトレジスタは、前記第１番目ないし第ｎ番目のシフトレジスタと同一な
構成である。
【００１９】
　前記第１番目ないし第ｎ番目のシフトレジスタは、相互に従属連結されて、前記第ｎ番
目のシフトレジスタは、前記修理用シフトレジスタと従属連結される。
【００２０】
　前記第２番目ないし第ｎ番目のシフトレジスタと前記修理用シフトレジスタ各々には、
スタート信号として、前記第１番目ないし第ｎ番目のスキャン信号が入力されて、前記第
１番目ないし第ｎ番目のシフトレジスタ各々には、リセット信号として、前記第２番目な
いし第ｎ番目のスキャン信号が入力される。
【００２１】
　前記第１番目のシフトレジスタにスタート信号を印加するためのスタート信号生成手段
と、前記修理用シフトレジスタにリセット信号を印加するためのリセット信号生成手段を
さらに含む。
【００２２】
　前記多数の第１スイッチは、メタル‐オキサイド半導体(metaloxide semiconductor)Ｍ
ＯＳ回路スイッチである。
【００２３】
　前記多数の第２スイッチ及び前記多数の第３スイッチ各々は、薄膜トランジスタスイッ
チである。
【００２４】
　前記各シフトレジスタと前記各スイッチは、前記液晶画素と同一基板上に形成される。
【００２５】
　また、本発明は、第１及び第２クロック信号を印加する第１及び第２クロック信号配線
と、各々第１番目ないし第ｎ番目のゲート配線に第１番目ないし第ｎ番目のスキャン信号
を提供する第１番目ないし第ｎ番目のシフトレジスタと修理用シフトレジスタであって、
損傷されたシフトレジスタを修理して修理用修理用ゲート配線に修理用信号を印加する(
ｎ＋１)番目のシフトレジスタとしての修理用シフトレジスタと、各々が前記第１及び第
２クロック信号配線のいずれかの一つと前記第１番目ないし第ｎ番目のシフトレジスタの
クロック信号ターミナルのいずれかの一つを連結する多数の第１スイッチと、各々が前記
第１番目ないし第ｎ番目のシフトレジスタの出力配線と前記第１番目ないし第ｎ番目のゲ
ート配線を連結するための多数の第２スイッチと、各々が前記第２番目ないし第(ｎ＋１)
番目のフトレジスタの出力配線と前記第１番目ないし第ｎ番目のゲート配線を連結するた
めの多数の第３スイッチと、前記第２番目ないし第(ｎ＋１)番目のシフトレジスタのスタ
ート信号ターミナルと前記第１番目ないし第ｎ番目のシフトレジスタの出力配線を連結す
るスタート信号配線と前記第１番目ないし第ｎ番目のシフトレジスタのリセットターミナ
ルと前記第２番目ないし第(ｎ＋１)番目のシフトレジスタの出力配線を連結するリセット
信号配線とを含む液晶表示装置用ゲートドライバの修理方法として、前記第ｍ番目のシフ
トレジスタの損傷を検査する段階と、前記第ｍ番目のシフトレジスタに印加される入力ク
ロック信号を遮断するために、前記第ｍ番目のシフトレジスタの前記第１スイッチをスイ
ッチングオフさせる段階と、前記第ｍ番目のシフトレジスタの前記スタート信号配線と前
記リセット信号配線を遮断する段階と、前記第ｍ番目ないし第ｎ番目のシフトレジスタで
前記第ｍ番目ないし前記第ｎ番目のゲート配線に印加される出力信号を遮断するために、
前記第ｍ番目ないし第ｎ番目のシフトレジスタの前記第２スイッチをスイッチングオフさ
せる段階と、該当シフトレジスタに印加されるクロック信号を変更するために、前記第(
ｍ＋１)番目ないし第(ｎ＋１)番目のシフトレジスタをスイッチングする段階と、前記第(
ｍ＋１)番目ないし第(ｎ＋１)番目のシフトレジスタの出力信号を前記第ｍ番目ないし前
記第ｎ番目のゲート配線に印加するために、前記第ｍ番目ないし第ｎ番目のシフトレジス
タの前記第３スイッチをスイッチングオンさせる段階とを含み、前記ｎ、ｍ各々は、正の
整数であって、ｍは、１より大きくてｎより小さいかあるいは同じであることを特徴とす
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る液晶表示装置用ゲートドライバの修理方法を提供する。
【００２６】
　前記第１番目のシフトレジスタには、スタート信号生成手段からスタート信号が印加さ
れて、前記第(ｎ＋１)番目のシフトレジスタには、リセット信号生成手段からリセット信
号が印加される。
【００２７】
　以下、添付された図面を参照して本発明を詳しく説明する。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明は、ゲートドライバの修理以後にも、各々のシフトレジスタ間のスキャン信号の
偏差が実質的にないので、高品質の映像が表示されて、また、製品の収率が向上される。
【実施例】
【００２９】
　図７は、本発明による液晶表示装置用ゲートドライバを示した図であって、ｎ個のシフ
トレジスタＳＲ１～ＳＲｎと余分の修理用シフトレジスタＳＲ(ｒ)を含む。ここで、ｎは
、正の整数である。余分の修理用シフトレジスタＳＲ(ｒ)は、(ｎ+１)番目の位置に配列
される。
【００３０】
　また、各シフトレジスタＳＲ１～ＳＲｎ、ＳＲ(ｒ)のクロック信号端子ＣＬＫでクロッ
ク信号ＣＬＫ１、ＣＬＫ２を供給するための多数のクロック信号配線ＣＬを含んで構成さ
れる。
【００３１】
　各シフトレジスタＳＲ１～ＳＲｎは、液晶表示パネルに構成されたｎ個のゲート配線(
図示せず)と各々で一対一に対応して多数のスキャン信号Ｖｇ１～Ｖｇｎを順に出力して
、前段のシフトレジスタで出力されるスキャン信号がスタート信号Ｖｓｔとしてスタート
信号端子ＳＴＲを通じて入力されて、その後段のシフトレジスタで出力されるスキャン信
号がリセットのための信号としてリセット信号端子ＲＳＴを通じて入力される従属連結関
係である。この時、修理用シフトレジスタＳＲ(ｒ)には、リセット信号Ｖｒｓｔが別途に
提供される。
【００３２】
　修理用シフトレジスタＳＲ(ｒ)は、ｎ個のシフトレジスタＳＲ１～ＳＲｎの最後の段の
シフトレジスタＳＲｎに従属連結されて、シフトレジスタと同一な回路構成、すなわち、
同一なシフトレジスタで構成する。この時、シフトレジスタＳＲ１～ＳＲｎ及び修理用シ
フトレジスタＳＲ(ｒ)に採用されるシフトレジスタの種類には制限がなく、多様なシフト
レジスタ回路が使用できる。
【００３３】
　さらに、本発明によるゲートドライバは、シフトレジスタＳＲ１～ＳＲｎ及び修理用シ
フトレジスタＳＲ(ｒ)の入出力の制御のための多数のスイッチを構成している。
【００３４】
　多数のスイッチは、各々シフトレジスタＳＲ１～ＳＲｎ及び修理用シフトレジスタＳＲ
(ｒ)に多数のクロック信号配線ＣＬのいずれかを連結するための多数の第１スイッチＳＷ
１‐１、ＳＷ１‐２、...、ＳＷ１‐ｎ、ＳＷ１‐ｒと、各シフトレジスタＳＲ１～ＳＲ
ｎ及び修理用シフトレジスタＳＲ(ｒ)に対応するゲート配線との連結を制御するための多
数の第２スイッチＳＷ２‐１、ＳＷ２‐２、...、ＳＷ２‐ｎ、ＳＷ２‐ｒと、各シフト
レジスタＳＲ１～ＳＲｎ及び修理用シフトレジスタＳＲ(ｒ)とその前段のシフトレジスタ
に対応するゲート配線との連結を制御するための多数の第３スイッチＳＷ３‐１、ＳＷ３
‐２、...、ＳＷ３‐ｎとに区分される。
【００３５】
　各々のスイッチは、多様のスイッチ回路またはスイッチ素子を利用して構成されるが、
特に、ＧＩＰモデルの場合、望ましくは、液晶キャパシターに連結されるスイッチング用
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薄膜トランジスタを構成する液晶表示パネルの製造の時にスイッチング用薄膜トランジス
タと同時に形成する薄膜トランジスタＴＦＴスイッチである。
【００３６】
　また、第１クロック信号ＣＬＫ１及び第２クロック信号ＣＬＫ２の選択入力を行う第１
スイッチＳＷ１‐１、ＳＷ１‐２、...、ＳＷ１‐ｎ、ＳＷ１‐ｒの場合、さらに望まし
くは、ＭＯＳスイッチ回路で構成する。
【００３７】
　以下、前述したような構成の本発明による液晶表示装置用ゲートドライバでの不良の修
理方法を、図８を参照して説明する。 
【００３８】
　図８は、第２シフトレジスタＳＲ２の不良を修理する方法を説明する例示図である。
　図８に示したように、不良と判明されたシフトレジスタ、すなわち、第２シフトレジス
タＳＲ２は、その使用が不可能であるので、第２シフトレジスタＳＲ２に連結された入出
力配線の連結をオープン状態に転換させる。このために、レーザーなどを利用して断線す
るが、図面では、Ｘで表示された部分である。
【００３９】
　第１‐２スイッチＳＷ１‐２と第２‐２スイッチＳＷ２‐２をオープン状態に転換して
第２シフトレジスタＳＲ２での信号の入／出力を遮断する。　
【００４０】
　第３シフトレジスタＳＲ３以後の後段のシフトレジスタＳＲ３～ＳＲｎ及び修理用シフ
トレジスタＳＲ(ｒ)に対して、これに連結された第１スイッチないし第３スイッチのスイ
ッチングを行うが、第１スイッチＳＷ１‐３ないしＳＷ１‐ｎ、ＳＷ１‐ｒによってクロ
ック信号配線ＣＬの連結変更を行って入力クロック信号を変更し、順に、第２スイッチＳ
Ｗ２‐３ないしＳＷ２‐ｎ、ＳＷ２‐ｒのスイッチング状態をオープン状態に転換して、
また、第３スイッチＳＷ３‐１ないしＳＷ３‐ｎのスイッチング状態を連結状態に転換す
る。
【００４１】
　この時、各スイッチのスイッチング状態の転換方法は、図面には示してないが、各スイ
ッチにスイッチング制御信号を印加するスイッチング制御信号配線を別途に形成して、ま
た、各スイッチにスイッチング制御信号を提供するスイッチング制御信号生成回路を別途
に構成することによって容易に実現される。
【００４２】
　前述したように、各スイッチのスイッチング状態の転換によった最終的な連結状態は、
第１シフトレジスタＳＲ１は、既存のように、最初のゲート配線に第１スキャン信号Ｖｇ
１を提供して、以後、二番目のゲート配線に提供される第２スキャン信号Ｖｇ２は、第３
シフトレジスタＳＲ３で提供する形態で回路的連結状態になる。
【００４３】
　以後、残ったシフトレジスタＳＲ４ないしＳＲｎも第３シフトレジスタＳＲ３のように
、元のゲート配線ではなく、１配線ずつ前段のゲート配線に各々スキャン信号を提供する
回路的連結形態になる。勿論、最終のゲート配線には、修理用シフトレジスタＳＲ(ｒ)で
ｎ番目のスキャン信号Ｖｇｎを提供する。
【００４４】
　図９は、本発明によるゲートドライバを利用したスキャン信号出力を示した信号波形図
であって、図１０は、図５の従来技術によるゲートドライバの修理以後のスキャン信号(s
can‐old)と、本発明によって提供されるゲートドライバの修理以後のスキャン信号(scan
‐new)との比較図であり、従来の方法とは異なって、その信号の波形が歪曲されてない。
【００４５】
　これは、本発明の方法のように、不良のシフトレジスタ発生に対して修理用シフトレジ
スタを駆動させて、不良のシフトレジスタ以後のシフトレジスタの出力を一つずつシフト
させてゲート配線に提供する修理方法において、不良が発生したシフトレジスタとこれに
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的に無視できる程度であって、特に、不良のシフトレジスタ以外の残ったシフトレジスタ
に対しても同一な信号配線の連結変更を行うため、隣接したシフトレジスタ間のスキャン
信号の出力特性の差も殆どないという長所がある。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】一般的な液晶表示装置の基本構成を示したブロック構成図である。
【図２】図１の構成のうち、液晶パネルの構成を簡略に示した図である。
【図３】従来技術によってｎ個のスキャン信号を出力するゲートドライバの構成を示した
図である。
【図４】図３のゲートドライバによって出力される順次タイミングのスキャン信号を示し
た信号タイミング図である。
【図５】従来技術によるゲートドライバの修理方法を説明するための図である。
【図６】従来技術によるゲートドライバの修理によるスキャン信号の出力波形図である。
【図７】本発明による液晶表示装置用ゲートドライバを示した図である。
【図８】本発明による液晶表示装置用ゲートドライバでの不良の修理方法を例示した図で
ある。
【図９】本発明によるゲートドライバを利用したスキャン信号出力を示した信号波形図で
ある。
【図１０】図５の従来技術によるゲートドライバの修理以後のスキャン信号と、本発明に
よって提供されるゲートドライバの修理以後のスキャン信号の比較図である。
【符号の説明】
【００４７】
ＳＲ１～ＳＲｎ：第１シフトレジスタ～第ｎシフトレジスタ
ＳＷ１、ＳＷ２、ＳＷ３：第１スイッチ、第２スイッチ、第３スイッチ
ＣＬ：クロック信号配線
Ｖｓｔ：スタート信号
Ｖｒｓｔ：リセット信号
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摘要(译)

要解决的问题：为液晶显示器件提供栅极驱动器，栅极驱动器包括大量移位寄存器，并具有允许在一个移位寄存器缺失时有效修复
有缺陷的移位寄存器的结构，并提供一种修复它的方法。解决方案：栅极驱动器包括n个移位寄存器SR1至SRn和冗余修复移位寄
存器SR（r），其中n是正整数。冗余修复移位寄存器SR（r）排列在第（n + 1）个位置。此外，在栅极驱动器中，包括用于在各个
移位寄存器SR1至SRn和SR（r）的时钟信号端子CLK上提供时钟信号CLK1，CLK2的多个时钟信号线CL。 Ž
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